
12月号

11月16日、第50回目を迎える平生町駅伝競走大会が開
かれました。
平生中学校をスタート地点として、参加した45チーム

は、大野・宇佐木・平生・曽根地区を経由、佐賀小学校を
ゴールとする計14.9kmのコースを競いました。
沿道からの大きな声援に応えて、選手たちは力いっぱい

走りきりました。（結果は、９頁に掲載しています。）

たすきでつなぐ！駅伝大会

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■水道管の凍結にご注意ください！（Ｐ２～３）

■ｅ-Ｔａｘを利用しませんか（Ｐ４）

■町有地の売払いについて（Ｐ４）

■町長室の窓（Ｐ５）

■まちの話題（Ｐ６～11）

■情報伝言板（Ｐ16～17）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel0820（56）7120<企画課>
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気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と
水
道
管
が
凍
結
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
北
向
き
の
と
こ
ろ
、
屋
外
で
む
き
だ
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
や

風
当
た
り
が
強
い
と
こ
ろ
な
ど
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

お
宅
は
大
丈
夫
で
す
か
？
　
点
検
な
ど
し
て
水
道
管
を
寒
さ
、
凍
結
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

水
は
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
す

自
然
に
と
け
る
の
を
待
つ
か
タ

オ
ル
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て

徐
々
に
と
か
し
て
く
だ
さ
い
。
熱

湯
を
か
け
ま
す
と
水
道
管
や
蛇
口

が
破
裂
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

止
水
栓
を
閉
め
て
、
破
裂
箇
所
に
布
な
ど
を
巻
き
つ
け
て
応
急
処

置
を
し
て
か
ら
、
企
業
団
指
定
給
水
装
置
工
事
店
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

に
連
絡
を
し
て
、
修
理
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

水
道
管
や
蛇
口
に
保
温
材
を
巻

い
て
あ
げ
ま
す
。
蛇
口
が
破
裂
し

や
す
い
の
で
、
上
ま
で
完
全
に
包

ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上

か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻

い
て
保
温
材
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
（
保
温
材
は
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
保
温
筒
や
毛
布
、
厚
手

の
布
な
ど
で
も
い
い
で
す
。）

■
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

●
防
寒
は
こ
の
よ
う
に
！

●
凍
っ
て
水
が
で
な
い
と
き
！

水
道
工
事
・
修
繕
な
ど
は
無
断

で
は
行
え
ま
せ
ん
。
水
道
管
を
新

し
く
引
い
た
り
、
今
使
用
し
て
い

る
水
道
管
を
増
設
し
た
り
、
撤
去

す
る
と
き
の
工
事
や
水
道
管
の
修

繕
な
ど
は
、
企
業
団
の
指
定
を
受

け
た
田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
指

定
工
事
店
）
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
か
か
り
つ
け
の
工
事
店
を

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団
で
は
、「
安
全
」
で
「
安
心
」

な
水
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
蛇
口
な
ど
を
ひ
ね
れ
ば

い
つ
で
も
水
道
水
が
「
安
定
」
し
て
み
な
さ
ん
に
使
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

水
道
に
関
す
る
故
障
、
老
朽
や

凍
結
な
ど
に
よ
る
水
道
管
の
破
裂

な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て

な
い
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
水

道
修
繕
の
「
か
か
り
つ
け
の
水
道

店
」
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
水
道
工
事
は
企
業
団
指
定
給

水
装
置
工
事
店
で

水
道
工
事
は
指
定
工
事
店
と
お

客
様
自
身
と
の
間
で
行
う
も
の

で
、
工
事
費
用
は
お
客
様
の
ご
負

担
に
な
り
ま
す
。

工
事
金
額
は
水
道
管
の
口
径
や

使
用
材
料
、
工
事
・
修
繕
な
ど
の

場
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
指
定
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
水
道
工
事
費
用
に
つ
い
て

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

・
蛇
口
は
し
っ
か
り
と
閉
め
て
、
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
、
掃
除
、
水
ま
き
な
ど
に
使
い

ま
し
ょ
う
。

・
シ
ャ
ワ
ー
を
こ
ま
め
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

・
毎
日
の
手
洗
い
、
歯
磨
き
、
洗
顔
な
ど
の
と
き
は
、
こ
ま

め
に
蛇
口
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

・
洗
車
の
と
き
は
な
る
べ
く
バ
ケ
ツ
に
水
を
く
ん
で
、
洗
剤

も
少
な
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
ど

●
水
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う

限
ら
れ
た
水
を
大
切
に
使
う
「
節
水
」
は
、
同
時
に
汚
れ

た
水
を
増
や
さ
な
い
努
力
と
も
い
え
ま
す
。

こ
れ
は
私
た
ち
が
安
心
、
安
全
で
美
味
し
い
水
を
利
用
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

☆大切な水資源を無駄

にしないよう、みな

さまのご理解とご協

力をお願いします。

を
た
い
せ
つ
に

水水



平成20年12月号　広報ひらお３

■問合せ先 ○田布施・平生水道企業団　Tel（５２）２４００

佐賀・尾国簡易水道、蔭平・日向平飲料水供給施設、佐合島飲料水供給施設については、

○町役場　建設課　Tel（５６）７１１８

佐賀・尾国簡易水道、蔭平・日向平飲料水供給施設、佐合島飲料水供給施設については、上記水道企業団指
定給水装置工事事業者一覧表のうち、※印の各事業者のみとなりますので、ご注意ください。

（ )
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町有地の売払いについて
●入札方法

町有地の買取希望者は、入札書に買取希望価格などの必要事項を明記し､署名押印の上、封をして入札期

限までに入札保証金納付証明書および納税証明書とともに町役場総務課へ提出（郵送不可）してください。

代理人による入札または開札の立会いをされる場合は、あらかじめ町長に委任状を提出してください。

※入札書などの用紙は、町役場総務課に置いていますが、平生町公式ホームページからダウンロードして

使用することもできます。

●入札の期間および場所

・日時　平成20年12月12日金～平成21年１月13日火

午前８時30分～午後５時15分

※土・日・祝祭日、12月27日から１月４日を除く

・場所　町役場　総務課

●開札の日時および場所

・日時　平成21年１月16日金　午前10時

・場所　町役場　第３庁舎３階　大会議室

町有地の購入を希望される人

は、次の記載事項に基づき入札

に参加してください。

ｅ-Taxは、国税に関する申告や納税をインターネットを利用して行うことができる「国税電子申告・

納税システム」です。ｅ-Taxを利用すると、平成20年分の所得税の確定申告書の提出も、インターネッ

トを通じて行うことができます。（詳細は、国税庁ｅ-Taxホームページ、光税務署まで。）

■所得税の申告についての問合せ先
光税務署　個人課税部門　Tel0833（71）0166
国税庁ｅ-Taxホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp/

■住民基本台帳カード、公的個人認証サービスについての問合せ先
平生町役場　町民課　戸籍班　Tel（56）7113

電子証明書を取得して、ｅ-Ｔａｘを利用しませんか

便利です！
ｅ-Ｔａｘ
～ 国税電子申告・
納税システム ～

●ｅ-Taxの利用には電子証明書が必要です

住民票のある市区町村の窓口で住民基本台帳カード（住基カー

ド）を入手し、公的個人認証サービスを申請することによって、

住基カードに電子証明書を記録することができます。

平生町においては、住基カードの交付までの日数が申請書の受

付け後３週間程度かかりますので、住基カード、電子証明書の取

得はお早めにお願いします。（申請窓口は町民課です。）

※カード、証明書の発行には交付手数料が必要です。



「
熱
燗
に
喜
怒
哀
楽
を
そ
っ
と

入
れ
」
、
と
い
う
川
柳
が
似
合
う

年
の
瀬
で
す
。
慌
た
だ
し
く
過
ぎ

去
っ
た
１
年
の
記
憶
を
た
ぐ
り
寄

せ
る
時
、
劇
的
に
変
化
し
た
政

治
・
経
済
の
状
況
、
依
然
は
び
こ

る
偽
装
に
詐
欺
、
数
々
の
残
忍
な

殺
傷
事
件
な
ど
、
今
年
も
驚
き
や

悲
し
み
、
そ
し
て
不
安
や
怒
り
に

満
ち
た
年
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
本
町
で
は
、
明
る

い
話
題
で
今
年
を
締
め
く
く
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
年
末
に
か
け
、

春
に
続
い
て
秋
の
叙
勲
、
褒
章
、

大
臣
表
彰
や
感
謝
状
、
知
事
表
彰

…
な
ど
、
各
分
野
で
の
受
賞
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
長
年
に

わ
た
り
精
励
さ
れ
た
功
績
が
高
く

評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
町
に
と
っ

て
も
大
き
な
栄
誉
で
す
。
改
め
て

祝
意
を
表
し
、
今
後
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
ま
す
。

ま
た
、
秋
は
総
合
文
化
展
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
各
地
区
の
公
民
館

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
ま

つ
り
な
ど
、
週
末
は
行
事
が
目
白

押
し
で
多
忙
な
日
々
が
続
き
ま
し

た
。
特
に
公
民
館
ま
つ
り
は
、
ど

こ
の
会
場
も
笑
顔
と
熱
気
に
包
ま

れ
て
盛
会
で
し
た
。
生
涯
学
習
の

成
果
や
“
地
域
力
”
を
し
っ
か
り

と
発
信
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
何
と
言
っ
て
も
今
年
最

大
の
話
題
は
風
力
発
電
所
の
増
設

で
し
た
。
過
日
、
町
の
青
少
年
健

全
育
成
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、

小
、
中
、
高
校
生
の
『
少
年
の
主

張
』
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
優
秀
作
品

（
８
人
）
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
幾
人
も
の
児
童
、
生
徒

が
こ
の
風
力
発
電
に
言
及
し
、
町

の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
た
喜
び
や
誇

り
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
熱
く
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
思
え
ば
、
風

況
調
査
の
開
始
か
ら
来
春
の
本
格

稼
働
ま
で
約
10
年
、
よ
う
や
く
７

基
が
揃
う
こ
と
に
な
り
、
感
慨
一

入
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
７
基
の
７
は
ラ
ッ
キ
ー
セ

ブ
ン
で
、縁
起
の
い
い
数
字
で
す
。

こ
の
７
に
ち
な
む
言
葉
も
、七
草
、

七
光
、
七
つ
道
具
に
七
不
思
議
、

七
色
の
虹
に
七
福
神
…
と
、
数
多

く
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
す
。
こ

の
風
車
は
、
平
生
の
“
七
福
神
”

と
し
て
、
き
っ
と
町
民
を
守
っ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
“
七
福
神
”
に

あ
や
か
っ
て
（
苦
し
い
時
は
神
頼

み
!?
）、
今
年
最
後
の
“夢
買
い
”、

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
で
す
。
庶

民
の
夢
を
乗
せ
た
宝
く
じ
。
３
億

円
　
　
当
た
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う
。
誰
も
が
紡
ぐ
夢
物
語
。
と
こ

ろ
が
、
毎
年
全
く
カ
ス
リ
も
し
な

い
。
所
詮
、
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
る
う
ち
が
華
か
。
で
も
買
わ
な

き
ゃ
当
た
ら
な
い
。
こ
う
し
て
ま

た
、
来
年
に
夢
を
繋
ぐ
今
日
こ
の

ご
ろ
…
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
ど
う
か
良
い
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。

“
七

福

神

”

No. 86
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

年末年始の旅券
（パスポート）事務
●年末年始の窓口業務実施日

年末　平成20年12月26日金まで

年始　平成21年１月５日月から

●旅券取り扱い窓口ごとの交付日

！

■問合せ先

山口県国際課旅券センター

Tel０８３（９３３）２３５２

◇旅券の緊急発給について
緊急の場合（親族等が国外において生

命に関わる状況に置かれている場合）に

限り、年末年始の窓口業務休業日におい

ても旅券が発給できます。県庁守衛室

【Tel083(933)2234】にご連絡ください。

ＮＨＫ海外たすけあい
12月１日から25日まで、「ＮＨＫ

海外たすけあい」を実施します。
寄せられた義援金は、世界各地の
災害や紛争などによる犠牲者の緊
急救援、発展途上国赤十字社の行
う保健衛生、災害対策や青少年教
育支援事業などに役立てます。
受付窓口は、郵便局、取り扱い

表示のある金融機関、農業協同組
合、漁業協同組合、ＮＨＫ各放送
局、日本赤十字社です。ご協力を
お願いします。
■問合せ先
日本赤十字社 Tel（0570）009595
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△総合文化展（11月１日・２日／武道館）△ふれあいコンサート（11月１日／町体育館）

△町民音楽祭（11月２日／町体育館）

11
月
７
日
、
震
度
６
弱
の
地
震
を
想
定
し
た
曽
根
地
区
自
主

防
災
組
織
合
同
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
が
始
ま
る
と
、
住
民
は

避
難
所
に
自
主
避
難
を
行
い
、

防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
が
バ
イ
ク
で

パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
発
、
消
防
団

は
災
害
時
要
援
護
者
を
自
宅
か

ら
消
防
車
で
運
び
、
救
急
搬
送

の
た
め
に
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
も
到
着
、
赤
十
字
奉
仕

団
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
も
行

わ
れ
る
な
ど
、
柳
井
地
区
広
域

消
防
組
合
や
平
生
警
察
署
な
ど

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
合
同
防
災
訓
練

△水墨画展（11月11日～12月10日／歴史民俗資料館）

〜〜
芸芸
術術
のの
秋秋
〜〜

男ひ
と

と
女ひ
と

で
地
域
づ
く
り

11
月
５
日
、
平
生
町
「
ひ
ろ
げ
よ
う
男ひ

と

と
女ひ
と

」

連
絡
協
議
会
主
催
の
定
年
世
代
と
地
域
づ
く
り

講
演
会
が
、
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
開
か
れ

ま
し
た
。

「
何
を
学
び
、
何
を
伝
え
る
か
」
と
題
し
た

講
演
を
、
元
平
生
小
学
校
長
の
住
田
旭
昭
さ
ん

が
行
っ
た
後
、
住
田
さ
ん
と
町
内
の
男
女
４
人

の
パ
ネ
リ
ス
ト
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
交
え

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
談
な
ど
か
ら
、
ふ
る
さ
と
平
生
に
つ

い
て
何
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考

え
ま
し
た
。

各
関
係
者
含
め
１
７
０
人
が
参
加
す
る
大
規
模
な
合
同
訓
練
と

な
り
ま
し
た
。
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△宇佐木ふれあい祭り（11月９日） △竪ヶ浜ふるさと祭り（11月９日） △大野公民館まつり（11月23日）

各地区でおまつり

花
の
寄
せ
植
え
な
ど
を
体
験

11
月
５
日
、
平
生
小
学
校
４
年
生
を
対
象
に
、
花
の
寄

せ
植
え
と
花
壇
づ
く
り
の
体
験
教
室
が
、
南
す
お
う
地
域

11
月
25
日
、
佐
賀
小
学
校
５
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、
佐
賀
の
幸
・
親
子
料
理
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

佐
賀
の
幸
で
親
子
料
理

中
学
生
が
職
場
体
験
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

△自動車整備に挑戦「チャレンジワーク」

11
月
５
日
、
平
生
中

学
校
２
年
生
が
町
内
外

の
事
業
所
な
ど
で
実
際

に
仕
事
を
体
験
す
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
」

を
、
１
年
生
は
地
域
の

高
齢
者
宅
を
訪
問
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
手

伝
い
を
す
る
「
ひ
ら
お

お
助
け
隊
」
を
行
い
ま

し
た
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー

ク
」
は
、
町
内
外
８
業

花
き
振
興
協
議
会
主
催
で

開
か
れ
ま
し
た
。

児
童
は
、
約
10
種
類
の

苗
か
ら
気
に
入
っ
た
苗
を

選
ん
で
、
色
と
り
ど
り
の

花
の
寄
せ
植
え
を
作
り
、

花
壇
づ
く
り
で
は
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し

て
、
丁
寧
に
校
内
の
花
壇

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

寄
せ
植
え
は
、
フ
ラ
ワ
ー

ラ
ン
ド
で
の
コ
ン
テ
ス
ト

に
も
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

漁
協
女
性
部
と
生
活
改

善
実
行
グ
ル
ー
プ
の
指
導

の
下
、
地
元
で
と
れ
た
新

鮮
な
魚
や
野
菜
な
ど
を
使

っ
た
料
理
を
親
子
で
仲
良

く
作
り
、
ふ
れ
あ
い
を
深

め
ま
し
た
。

児
童
た
ち
も
、
生
き
た

タ
コ
を
触
っ
て
驚
い
た

り
、
か
ん
ぱ
ち
を
力
強
く

３
枚
に
お
ろ
し
た
り
、
と

て
も
い
い
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

「
ひ
ら
お
お
助
け
隊
」

で
は
、
庭
の
草
む
し
り

や
窓
ふ
き
、
室
内
の
掃

除
な
ど
の
お
手
伝
い
を

行
っ
た
後
、
高
齢
者
の

方
と
の
語
ら
い
を
通
し

て
、
ふ
る
さ
と
平
生
に

つ
い
て
も
教
え
て
も
ら

う
な
ど
、
地
域
の
人
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
交
流
を
深
め
、

大
事
な
経
験
を
し
ま
し

た
。

△庭そうじのお手伝いは「ひらおお助け隊」

種
37
カ
所
の
職
場
の
協
力
で
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
職
員

か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
地
域
の
人
と
社
会
の
中
に
入

っ
て
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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各地区でいもほり

11
／
９
・
曽
根
地
区

11
／
12
佐
賀
・
藪
地
区

11
／
23
・
尾
国
地
区

平
生
港
水
際
テ
ロ
対
策
合
同
訓

練
が
、
平
生
警
察
署
な
ど
各
関
係

15
機
関
が
集
ま
り
、
10
月
30
日
、

田
名
埠
頭
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

訓
練
で
は
、
「
貨
物
船
に
テ
ロ

リ
ス
ト
が
潜
伏
し
て
い
る
」
と
い

う
想
定
で
、
海
上
で
の
テ
ロ
リ
ス

ト
制
圧
や
船
員
の
避
難
誘
導
、
危

険
物
の
処
理
な
ど
が
行
わ
れ
、
実

戦
的
な
訓
練
に
よ
る
関
係
機
関
の

連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

平
生
港
で
テ
ロ
対
策
訓
練

△化学防護服を着て処理にあたる消防隊員

△前列左から福本さん、辻さん、後列左から
田村体育協会長、山田町長、高木教育長

島根県で行われる第17回全国小学生バドミントン選

手権大会に出場する福本涼香さん（平生小６年）、辻瑞

貴さん（同６年）の激励会が、11月27日、町役場で行

われました。

バドミントンで全国へ

１月３日から

行われる大会の

ため、年末年始

も休まずに練習

するとのこと。

町長から「結果

を楽しみにして

いるので、がん

ばってくださ

い」と激励を受

けました。

少
年
野
球
大
会

第
32
回
平
生
少
年
野
球
親
善
交
歓
大
会
が
、

町
内
外
24
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
11
月
３
日
か

11月７日、未就園児を対象とした「すくすく運

動会」が、平生町母子保健推進協議会の主催により、

町武道館で開かれました。

子どもたちは、元気いっぱいにさまざまな競技に

挑戦。外はあいにくの雨でしたが、保護者も含めて

みんな楽しい運動会となりました。

すくすくと育ってね

ら
町
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

11
月
９
日
に

行
わ
れ
た
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
の
決
勝

で
は
、
平
生
軟

式
野
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
Ａ

が
、
２
年
ぶ
り

７
度
目
の
優
勝

を
飾
り
ま
し

た
。
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第50回平生町駅伝競走大会

◆小学生女子（３チーム出場）

１位　平生小ヤッチャレ50'ｓ（58'35）

２位　平生小ソルティーズ（1ﾟ06'24）

３位　佐賀小女子Ａ（1ﾟ08'34）

１区　山本玲奈（平生小ヤッチャレ50'ｓ／5'58）

２区　山本由里（平生小ヤッチャレ50'ｓ／7'14）

３区　俵山菜々夏（平生小ヤッチャレ50'ｓ／6'01）

４区　山本知佳（平生小ヤッチャレ50'ｓ／8'06）

５区　辻瑞貴（平生小ヤッチャレ50'ｓ／6'07）

６区　粟真菜美（平生小ヤッチャレ50'ｓ／5'33）

７区　福本涼香（平生小ヤッチャレ50'ｓ／7'23）

８区　新本茉優（平生小ヤッチャレ50'ｓ／5'25）

９区　平田奈美（平生小ヤッチャレ50'ｓ／6'48）

１区　藤田孝博（柳井紙工パッケーズ／5'42）

２区　立石智広（柳井紙工パッケーズ／6'19）

３区　中本一幸（福通・Ｕ－３９／5'21）

４区　佐々木孝（柳井紙工パッケーズ／6'24）

５区　山本一成（アラウンド・フォーティ／5'36）

６区　和佐本哲明（永大ＦＣ／4'56）

皿田圭司（柳井紙工パッケーズ／4'56）

７区　高末知寛（ロットンアップルズ／6'38）

８区　切川大地（福通・Ｕ－３９／4'34）

９区　松本光司（平生小ティーチャーズ／6'24）

１区　吉岡愛（平生ゆうゆうクラブ／7'20）

２区　新原恵理（平生ゆうゆうクラブ／7'33）

３区　奥村尚子（平生ゆうゆうクラブ／7'10）

４区　浜田真由美（平生ゆうゆうクラブ／7'34）

５区　長友美佐子（平生ゆうゆうクラブ／7'03）

６区　板村尚美（平生ゆうゆうクラブ／6'05）

７区　奥原恵美子（平生ゆうゆうクラブ／9'15）

８区　福本亜里沙（平生ゆうゆうクラブ／5'42）

９区　池岡美里（平生ゆうゆうクラブ／8'10）

１区　遠藤薫（陸上競技部Ｂ／11'46）

２区　山根誠弘（陸上競技部Ｃ／11'23）

３区　友田圭翔（陸上競技部Ｂ／9'27）

４区　末次慶太（陸上競技部Ｂ／10'23）

５区　村中俊介（陸上競技部Ｂ／5'47）

１区　後藤美咲（バレー部／6'08）

２区　新井沙紀枝（女子バスケ／7'09）

３区　谷村咲貴（テニス部Ａ／6'18）

４区　中本葵（女子バスケ／7'17）

５区　池岡麻衣（テニス部Ａ／5'48）

６区　中村光沙（テニス部Ａ／5'23）

７区　竹原志歩（テニス部Ａ／7'10）

８区　河内山夏希（女子バスケ／5'20）

９区　平田美紀（女子バスケ／6'42）

◆中学生男子（15チーム出場）

１位　陸上競技部Ｂ（48'52）

２位　陸上競技部Ｃ（49'16）

３位　陸上競技部Ａ（52'36）

◆中学生女子（６チーム出場）

１位　テニス部Ａ（58'47）

２位　女子バスケ（1ﾟ00'22）

３位　テニス部Ｂ（1ﾟ03'06）

◆高校生男子（１チーム出場）

１位　熊南高陸上男子（1ﾟ04'32）

◆高校生女子（１チーム出場）

１位　熊南高陸上女子（1ﾟ08'17）

◆一般１部（２チーム出場）

１位　柳井地区広域消防組合（52'31）

２位　マイペース（1ﾟ04'56）

◆一般２部（11チーム出場）

１位　柳井紙工パッケーズ（56'25）

２位　ロットンアップルズ（57'52）

３位　福通・Ｕ－３９（57'57）

◆一般女子（２チーム出場）

１位　平生ゆうゆうクラブ（1ﾟ05'52）

２位　プリティー　ウーマン（1ﾟ21'37）

◆小学生男子（４チーム出場）

１位　平生小カブトガニーズ（58'47）

２位　平生小ウインドミルズ（1ﾟ02'59）

３位　平生小ソイヤーズ（1ﾟ04'15）

１区　村川大貴（平生小カブトガニーズ／6'01）

２区　仁井田翔（平生小カブトガニーズ／7'27）

３区　岩木海成（平生小カブトガニーズ／6'12）

４区　東森大生（平生小カブトガニーズ／7'47）

５区　伊田翔（平生小カブトガニーズ／5'57）

６区　廣田光輝（平生小カブトガニーズ／5'13）

７区　河内優登（平生小カブトガニーズ／7'19）

８区　村川千紘（平生小ウインドミルズ／5'26）

９区　河上竜之（平生小ソイヤーズ／7'08）

１区　藤田浩人（熊南高陸上男子／13'51）

２区　秋本和大（熊南高陸上男子／15'38）

３区　東良磨（熊南高陸上男子／12'27）

４区　河村潤樹（熊南高陸上男子／16'10）

５区　十川修平（熊南高陸上男子／6'26）

１区　小松恵子（熊南高陸上女子／15'55）

２区　田中亜衣（熊南高陸上女子／16'10）

３区　中野亜弥香（熊南高陸上女子／13'50）

４区　有清早紀（熊南高陸上女子／14'09）

５区　平田成実（熊南高陸上女子／8'13）

１区　福光直也（柳井地区広域消防組合／12'07）

２区　馬嶋浩二（柳井地区広域消防組合／12'24）

３区　兼森崇彰（柳井地区広域消防組合／10'12）

４区　小林大介（柳井地区広域消防組合／11'44）

５区　國分徹（柳井地区広域消防組合／6'04）

11月16日、第50回平生町駅伝競走大会が
開かれました。
結果は、次のとおりです。（団体、個人の

順で掲載／敬称略）
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秋
の
叙
勲
・
褒
章

◆
藍
綬
褒
章
（
更
生
保
護
功
労
）

保
護
司
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
野
崎
暁
信
さ
ん
（
平
生

町
）
が
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
、
11
月
27
日
、
町
役
場
を

訪
れ
て
受
章
報
告
を
し
ま
し
た
。

野
崎
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
か
ら
現
在
ま
で
26
年
間
保
護
司

と
し
て
尽
力
さ
れ
、
平
成
14
年
か
ら
は
柳
井
地
区
保
護
司
会

◆
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
た
元
平
生
町
消
防
団
分
団
長
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰

△左から、山田町長、福光さん、東さん、山本会長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
表
彰

山
口
県
農
山
村
振
興
賞

11
月
18
日
、
平
成
20
年
度
山
口
県
農
林
業
関
係
表
彰
・
認
定

式
が
県
庁
で
行
わ
れ
、
高
杉
壽
子
さ
ん
（
大
野
南
）
が
、
山
口

11月10日、教育・文化の振興のため、眞工金属株式会社平生工場（藤田光隆代表取締役）より町に金一封
のご寄付がありました。ありがとうございました。

の
副
会
長
と
し
て

も
活
躍
。
保
護
観

察
中
の
人
へ
の
指

導
や
地
域
の
犯
罪

予
防
な
ど
に
多
大

な
尽
力
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

大
田
一
利
さ
ん
（
曽
根
）
が
、

11
月
５
日
に
受
章
の
報
告
の

た
め
町
役
場
を
訪
れ
ま
し

た
。大

田
さ
ん
は
、
昭
和
30
年

に
平
生
町
消
防
団
に
入
団
以

来
、
約
50
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
消
防
団
員
と
し
て
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
、
ま
た
、
平

成
８
年
に
は
分
団
長
に
就

任
、
消
防
力
の
向
上
に
大
き

く
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

県
農
山
村
振
興
賞
（
個
人
）
を

受
賞
、
11
月
19
日
、
報
告
の
た

め
町
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

高
杉
さ
ん
は
、
町
生
改
連
会

長
や
県
農
家
生
活
改
善
士
を
努

め
、
ひ
ら
お
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

会
や
農
山
加
工
グ
ル
ー
プ
の
発

足
と
運
営
に
取
り
組
み
、
生
産

加
工
や
販
売
推
進
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
長
に
は
、
「
受

賞
は
グ
ル
ー
プ
の
成
果
で
す
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

萩
市
で
10
月
30
日
に
開
か
れ
た
第
58
回
山
口
県
総
合
社
会
福

祉
大
会
で
、
藤
井
康
平
（
曽
根
）
さ
ん
が
全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
連
合
会
長
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

同
日
、
報
告
の
た
め
町
役
場

を
訪
れ
た
藤
井
さ
ん
は
、
平
成

２
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活

動
さ
れ
、
ま
た
、
曽
根
地
区
輪

づ
く
り
推
進
協
議
会
と
し
て

も
、
地
域
の
独
居
高
齢
者
宅
な

ど
へ
毎
月
１
回
弁
当
を
届
け
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
11
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
厚

生
労
働
大
臣
感
謝
状
を
福
光
チ
エ
コ
さ
ん

（
大
野
南
）
が
、
ま
た
、
第
58
回
山
口
県

総
合
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
山
口
県

知
事
表
彰
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
て
ん
と
う
む
し
」（
東
道
子
代
表
）
が
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
、
11
月
13
日
、
平
生
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
山
本
哲
夫
会
長
と
、

報
告
の
た
め
町
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

福
光
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
尽
力
さ
れ
、
昭
和
62
年
に
町
内

初
の
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
設

立
。
現
在
も
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
長
年
に
わ
た
る
功

績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
て
ん
と
う

む
し
」
は
、
昭
和
61
年
か
ら
町
広
報
紙
の

点
訳
を
行
い
、
長
年
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て

き
た
こ
と
が
、
地
域
福
祉
の
模
範
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

第56回山口県統計大会が11月28日に県庁で開かれ、統計調

査員として永年勤めた功績により、町内から２人の調査員が表

彰されました。また、県内の調査員を代表して、藏田行雄さん

（大野北）が調査員体験を発表されました。

受賞された調査員は、次のとおりです。（敬称略）

◆山口県統計協会会長表彰

西村克己（宇佐木）、若山智惠美（大野南）

統計調査員表彰

△左から若山さん、藏田さん、西村さん

花
い
っ
ぱ
い
運
動
表
彰

平
成
20
年
度
山
口
県
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
お
い
て
、
県
知
事
賞

を
受
賞
し
た
曽
根
婦
人
会
が
、

11
月
27
日
、
町
役
場
で
受
賞
の

報
告
を
し
ま
し
た
。

受
賞
者
お
よ
び
受
賞
団
体

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
知
事
賞

曽
根
婦
人
会

◆
優
良
賞

社
会
福
祉
法
人
う
ち
う
み
会

養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
海
苑

大
野
公
民
館
運
営
協
力
委
員
会

◆
奨
励
賞

平
生
保
育
園

△曽根婦人会のみなさん（写真前列）

11
月
３
日
に
兵
庫
県
で
行
わ
れ
た
第
31
回
フ
リ
ー
テ
ニ
ス
全
国

大
会
に
お
い
て
、
吉
崎
宏
さ
ん
（
竪
ヶ
浜
）
が
、
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル

ス
戦
で
優
勝
を
果
た
し
、
11
月
19
日
、
町
役
場
を
訪
れ
て
優
勝
の

フ
リ
ー
テ
ニ
ス
全
国
大
会
２
連
覇

報
告
を
し
ま
し
た
。

フ
リ
ー
テ
ニ
ス
は
、
卓
球
よ

り
大
き
な
ラ
ケ
ッ
ト
で
、
テ
ニ

ス
の
３
分
の
１
の
大
き
さ
の
コ

ー
ト
で
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
。

元
々
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
た
わ

け
で
も
な
く
、
会
社
員
時
代
か

ら
始
め
た
と
い
う
吉
崎
さ
ん

は
、
「
年
を
と
っ
て
も
若
い
人

と
も
気
軽
に
で
き
る
。
こ
れ
か

ら
も
、
体
の
続
く
限
り
が
ん
ば

り
た
い
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

●
善
行
者
表
彰

◎
友
田

多
英
子
…
佐
賀
小
学
校
の

放
課
後
子
ど
も
教
室
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
や
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
公
民

館
で
の
生
け
花
教
室
、
子
ど
も
会
活

動
や
地
域
の
行
事
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
が
社
会
の
中
で
心
豊
か
で
健
や
か

に
育
ま
れ
る
環
境
づ
く
り
に
尽
力
。

◎
内
山

清
…
平
生
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎

月
第
２
・
４
金
曜
日
、
夏
休
み
期
間

中
は
毎
週
金
曜
日
の
夜
８
時
か
ら
１

時
間
、
発
足
当
時
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル

さ
れ
、
ま
た
振
り
込
め
詐
欺
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
積
極
的
に
参
加
。

●
「
少
年
の
主
張
」
優
秀
作
品
表
彰

○
優
秀

水
田
聖
磨
（
平
生
小
６
年
）

吉
本
糧
佑
（
平
生
小
６
年
）

伊
藤
里
帆
（
佐
賀
小
５
年
）

伊
東
宏
真
（
佐
賀
小
６
年
）

大
田
美
咲
（
平
生
中
２
年
）

沖
原
弘
明
（
平
生
中
３
年
）

稲
田
孝
平
（
熊
毛
南
高
１
年
）

浅
原
那
津
美（
熊
毛
南
高
２
年
）

○
優
良

河
高
愛
実
（
平
生
小
６
年
）
鳥

田
勇
樹
（
同
６
年
）
中
光
雅
芳

（
同
６
年
）
尾
上
蒼
人
（
同
６

年
）
烏
田
沙
都
（
同
６
年
）
佐

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

久
間
一
毅
（
同
６
年
）
坪
金
裕

太
（
同
６
年
）
八
幡
彩
夏
（
同

６
年
）
中
光
千
雅
（
同
６
年
）

新
田
弘
起
（
同
６
年
）
川
上

麗
（
同
６
年
）
庄
地
　
遥
（
同

６
年
）
山
本
滉
隆
（
佐
賀
小
５

年
）
河
内
山
典
子
（
同
５
年
）

仲
　
澪
摩
（
同
５
年
）
永
木
香

純
（
同
６
年
）
友
田
美
空
（
同

６
年
）
木
舩
亜
美
（
同
６
年
）

松
岡
未
祐
（
平
生
中
１
年
）
冨

山
莉
奈
（
同
１
年
）
小
松
慧
人

（
同
１
年
）
竹
原
志
歩
（
同
２

年
）
大
野
祐
弥
（
同
２
年
）
叶

山
佳
孝
（
同
３
年
）
角
田
望
美

（
熊
毛
南
高
１
年
）
木
舩
満
帆

（
同
１
年
）
斉
藤
智
美
（
同
１

年
）
立
畠
未
来
（
同
２
年
）

11
月
15
日
、
武
道
館
で
開
か
れ
た
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
で
、

善
行
者
表
彰
と
「
少
年
の
主
張
」
優
秀
作
品
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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風
邪
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

風
邪
は
寒
さ
や
冷
え
が
原
因

で
起
こ
る
と
い
う
よ
り
も
、
ほ

と
ん
ど
が
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す

る
事
に
よ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
と
増
殖
し
て
活
発
に
な

る
た
め
、
乾
燥
し
た
ま
ま
空
気

を
温
め
る
と
、
さ
ら
に
乾
燥
が

進
み
ウ
イ
ル
ス
が
よ
り
活
発
に

な
り
ま
す
。
部
屋
を
温
め
る
際

は
、
湿
度
を
保
ち
（
加
湿
器
、

ヤ
カ
ン
に
湯
を
沸
か
す
な
ど
）、

ウ
イ
ル
ス
の
活
動
を
抑
え
ま
し

ょ
う
。

十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
と
っ

て
、
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵
抗

力
を
高
め
る
事
も
重
要
で
す
。

◎
予
防
法
は
…

①
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

②
規
則
正
し
い
生
活

③
十
分
な
睡
眠

④
適
度
な
運
動

⑤
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い

⑥
マ
ス
ク
の
着
用

⑦
部
屋
の
乾
燥
を
防
ぐ

⑧
衣
服
で
の
こ
ま
め
な
体
温
調
節

⑨
帰
宅
時
の
手
洗
い
・
う
が
い

⑩
禁
煙

⑪
乾
布
摩
擦

⑫
の
ど
を
冷
や
さ
な
い

な
ど
で
す
。

日
常
か
ら
注
意
す
る
事
に
よ
っ
て

予
防
で
き
る
事
な
の
で
、
薬
に
頼
ら

ず
に
自
分
自
身
で
免
疫
力
を
高
め
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

身
体
活
動
に
は
、
「
日
常
の
生
活
活
動

（
家
事
、
仕
事
、
移
動
の
た
め
の
歩
行
な

ど
）
」
と
「
運
動
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

組
み
合
わ
せ
で
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

生
活
活
動
で
は
、
今
の
生
活
で
ど
の
程

度
動
い
て
い
る
の
か
、
起
き
て
か
ら
寝
る

ま
で
歩
数
計
を
つ
け
て
み
る
と
わ
か
り
ま

す
。
目
標
は
１
日
１
万
歩
で
す
が
、
で
き

る
だ
け
こ
ま
め
に
動
い
て
７
０
０
０
〜
８

０
０
０
歩
は
確
保
し
た
い
も
の
で
す
。
今

の
生
活
に
ま
ず
は
プ
ラ
ス
１
０
０
０
歩
め

ざ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
日
常
生
活
以
外
に
速
歩
、
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
好
み
の
運
動
を
１
週
間
に
30
〜

60
分
行
う
と
効
果
的
で
す
。

さ
ら
に
、
ぽ
っ
こ
り
お
な
か
を
何
と
か

し
た
い
人
は
も
う
少
し
運
動
量
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
食
事
の
改
善
と
組
み
合
わ
せ

た
方
が
よ
り
早
く
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

▽
生
活
習
慣
病
予
防
と
身
体
活
動

シ
リ
ー
ズ

No.570

お正月やおもてなしの一品にいかがですか。

《材　料》　４～６人分

《作り方》

①米は昆布を加えて普通に炊く。

②Ａで合わせ酢を作り、温める。

③ショウガは細いせん切りにして、水にくぐらせる。

④①に②、③、ごまを混ぜピンポン玉くらいに握る。

⑤サーモンと甲いかはそぎ切り、たくあんは薄い輪

切りにする。

⑥ラップに⑤をおき、④をのせラップごと握る。好

みでわさび、おろしショウガをのせる。

米 ３カップ

米酢 大さじ４

砂糖 大さじ３

塩 小さじ２弱

旨味調味料　　　

ショウガ 20ｇ

白ごま　　　　大さじ１

サーモン（刺身用） 150ｇ

甲いか（刺身用） １杯

たくあん　　 ３～４cm

お手軽にぎり寿司

「
メ
タ
ボ
撃
退
、
大
作
戦
！
」

No.

９

Ａ

〈
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

近
年
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」（
過
去
に
ヒ
ト
に
は
感
染
経
験
が
な
い
新
し
い
形
の
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
、
抗
体
が
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
も
な
い
た
め
、
多
く
の
感
染
者
と
そ
れ

に
伴
う
死
亡
者
が
で
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
も
の
）の
流
行
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
家
庭
や
個
人
で
で
き
る
準
備
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
各
公
民
館
・
町
役
場
健
康
福
祉
課
・
保
健
セ
ン
タ

ー
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
持
ち
帰
り
に
な
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
風
邪
を
引
い
て
し
ま
っ
た
場
合
は
…

『
安
静
・
栄
養
・
保
温
』
の
３
つ
が
原
則
で
す
。

忙
し
く
毎
日
を
過
ご
す
と
一
番
最
初
に
犠
牲
に
な
る
の
が
健
康
で
す
。

日
常
生
活
で
も
自
分
の
体
調
に
は
気
を
つ
け
つ
つ
、
長
い
目
を
持
っ
て

健
康
な
体
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
町

保
健
セ
ン
タ
ー

【
Tel
（
５
６
）
７

１
４
１
】
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No. 162

花
い
っ
ぱ
い
の

う
つ
く
し
い
ま
ち
へ

生
涯
学
習
推
進
協
議
会
事
務
局

「
自
然
を
大
切
に
し
　
環
境
を

と
と
の
え
　
美
し
い
ま
ち
を
つ
く

り
ま
す
」

み
な
さ
ん
に
も
お
な
じ
み
、
昭

和
60
年
に
制
定
さ
れ
た
『
平
生
町

民
憲
章
』
の
第
１
項
目
の
条
文
で

す
。生

涯
学
習
推
進
協
議
会
で
は
、

平
成
９
年
度
か
ら
毎
年
、
町
民
憲

章
１
項
目
ず
つ
の
具
現
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
９
年
度
に

は
、
第
１
項
「
う
つ
く
し
い
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す
」
の
具
現
化
と
し

て
、
町
内
各
所
の
花
壇
を
美
し
い

花
で
飾
る
町
ぐ
る
み
の
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
も
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ベ
ル
ト

や
町
内
５
団
体
の
モ
デ
ル
花
壇
を

は
じ
め
と
し
て
、
個
人
、
団
体
、

グ
ル
ー
プ
で
活
発
な
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、
季

節
を
感
じ
る
き
れ
い
な
花
々
が
町

内
い
た
る
と
こ
ろ
で
咲
き
誇
っ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
再
び
第
１
項

「
う
つ
く
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま

す
」
の
具
現
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
す
ば
ら
し
い
成
果
を
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
度
か

ら
町
の
モ
デ
ル
花
壇
と
し
て
活
動

さ
れ
て
き
た
『
曽
根
婦
人
会
』
が
、

こ
の
た
び
県
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動

コ
ン
ク
ー
ル
で
県
知
事
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
花
壇
づ
く
り
を
通

し
て
、
会
員
相
互
の
よ
り
一
層
の

ふ
れ
あ
い
と
感
動
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
公
民
館
へ
訪
れ
た
人
々

の
心
を
和
ま
せ
、
地
域
の
元
気
の

源
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
具
現
化
啓
発
ポ
ス
タ

ー
・
標
語
の
作
品
募
集
に
は
、
た

く
さ
ん
の
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
美
し
い
　
花
と
緑
と
思
い
や
り

み
ん
な
で
育
て
る
　
平
生
町
』

こ
の
作
品
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今

後
も
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
通
し

て
、
さ
ら
に
地
域
の
方
々
と
の
連

携
を
深
め
、
ふ
れ
あ
い
と
う
る
お

い
に
満
ち
た
う
つ
く
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

12月…22日月、23日（火／天皇誕生日）、28日日～31日水
１月…１日木～３日土、、５日月、12日（月／成人の日）、13日（火／振替休日）

《一般書》

《児童書》

聖女の救済

東野圭吾　著

粗茶を一服

山本一力　著

右岸

辻　仁成　著

左岸

江國香織　著

ゆきだるまのメリークリスマス

ユーリ・ヴァース　絵

シップ船長とくじら

かどのえいこ　作

おいなり山のひみつ

茂市久美子　作

メジルシ

草野たき　著

前略、がんばっているみんなへ

北島康介　著

寂聴と読む源氏物語

瀬戸内寂聴　著

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり
『三六九の子育て力』

越　川　禮　子 著

三つ心、六つ躾、九言つ葉、十二

文、十五理で未決まる。江戸町衆が
実践していた、

子どもの成長段

階に応じた養育

法を紹介。今の

子育てにも通じ

る江戸の躾の仕

方を、イラスト

も交えて解説し

ます。

平生図書館　Tel（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分

△県知事賞を受賞した曽根婦人会の花壇

平
生
中
３
年
　
礒
部
美
波

平
生
中
３
年
　
宮
村
詩
織

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

美
し
い

花
と
緑
と
思
い
や
り

み
ん
な
で
育
て
る

平
生
町



例年、年末年始はあわただしくなりますが、卑怯な犯罪者たちは

この時期に、みなさんの心の隙や油断を狙っています。

山口県警察では、年末年始特別警戒を実施して、みなさんのまち

のパトロールを強化するなど、犯罪の防止に努めています。

【交通安全標語】

年末年始特別警戒を実施します!!
期間　平成20年12月１日～平成21年１月３日

まもろうよ きちんと カチッと ヘルメット （平成20年「交通安全年間スローガン」）
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「携帯電話のサイト利用料金が未納になっています。連絡が

ない場合は法的処置をとります。」といったメールが携帯電話

に入りました。利用した覚えはありませんでしたが、連絡した

ところ数万円請求されました。どうしたらよいのでしょうか。

身に覚えのない請求などに応じないようにしましょう。架空

の請求やメールについては、一切無視してください。

請求者は、何らかの手段で個人情報を取得し、無作為に架空の請

求書を送りつけたり、同じ携帯電話会社同士であれば電話番号だけ

でメールの送受信が出来る仕組みを悪用してメールをしてきます。

このような架空請求に対して身に覚えがないにもかかわらず、業

者の言うままに支払ってしまったという被害も発生しています。最

近では、送金方法にコンビニエンスストアでも販売している郵便専

用封筒を使うといったような手口も発生しており、今後ますます被

害が拡大する恐れがあります。

心当たりのないメールや郵便物が届いて不審に思ったら、県の消

費生活センターや町の消費者相談窓口、警察に相談してください。

◆◇ワンポイント◇◆

架空請求メールにご注意を！

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

「振り込め詐欺」にご用心！

鍵のかけ忘れにご用心！ 銀行帰りにご用心！

かっぱらい、
ひったくりにご用心！

車内の品物にご用心！

外出すると

きは短時間

でも鍵をか

けましょう

財布やハンドバックなど

は、しっかりと身につけて

離さないようにしましょう

車から離れるときは、短時間で

おかしいなと思ったら絶対に振

り込まないで、警察などに相談

してください。

も鍵をかけ、

貴重品は車に

置かないよう

にしましょう

周囲の様子

にも注意し、

行き帰りは

車を使用し

ましょう
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 たき火　　12：00 上を向いて歩こう　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 冬の夜

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【12月】 納期限１月５日

固定資産税　　　　　　第３期
国民健康保険税　　　　第６期
介護保険料　　　　　　第６期
後期高齢者医療保険料　第６期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　Tel（56）7114

（介護保険料）健康福祉課　Tel（56）7115
（後期高齢者医療保険料）町民課　Tel（56）7113

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》

１月14日水 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》

１月14日水 ９：00～10：00

●エイズ抗体検査・相談《要予約（前日まで）》

※当日検査結果がわかります（１日４人限定）

１月14日水 13：00～15：00

●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》

１月９日金 10：00～15：00

●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》

12月16日火 13：00～14：00

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所

柳井市中央１丁目５番３号

Tel（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：12月20日土　午後１時～５時
内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、

乳児･育児相談など

山口県看護協会柳井支部事務局
Tel0820（78）0310「まちの保健室」

受付時間
毎日 午後７時～10時

Tel＃8000 または Tel083（921）2755（携帯電話も可）

山口県精神科
救急情報センター

Tel0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

小児救急電話相談

行政協力員会議が
開催されました

11月10日から14日にかけて、町内４会場で行政

協力員会議が開かれました。

この行政協力員会議は、各自治会の行政協力員

と町執行部が参加して行われているもので、今年

度も春に続く２回目の会議となり、行政と町民で

対話ができる重要な会議となっています。
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試
験
・
募
集

講
座
・
講
習

＜ 以下は広告欄です ＞

広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◇
年
少
組
（
３
歳
児
）

平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
定
員

１
４
０
人

●
保
育
時
間

火
・
水
・
木
曜
（
弁
当
日
）
／
午

前
８
時
〜
午
後
２
時
、
月
・
金
曜
／

午
前
８
時
〜
午
前
11
時
30
分

●
申
込
期
限

平
成
21
年
１
月
30
日
金

●
申
込
場
所

町
教
育
委
員
会
、
佐

賀
出
張
所
、
平
生
幼
稚
園

●
申
込
方
法

各
申
込
場
所
に
備
え

付
け
て
い
る
申
込
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）

に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

町
教
育
委
員
会
総
務
課

Tel
（
５
６
）
６
０
８
３

平
生
幼
稚
園

Tel
（
５
６
）
２
２
９
１

町
立
幼
稚
園
の
園
児
募
集

●
募
集
園
児

◇
年
長
組
（
５
歳
児
）

平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◇
年
中
組
（
４
歳
児
）

平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年

保
育
園
の
園
児
募
集

●
入
所
要
件

保
護
者
が
仕
事
に
従
事
し
た
り
、

病
気
、
出
産
、
看
護
な
ど
に
よ
り
家

庭
で
十
分
な
保
育
が
で
き
な
い
場
合

●
保
育
園
紹
介
《
所
在
地
／
定
員
／

開
所
時
間
／
乳
児
保
育
年
齢
／
電
話

番
号
》

◇
平
生
保
育
園
（
公
立
）

《
平
生
村
８
２
４-

３
／
１
０
０

人
／
平
日：

午
前
７
時
30
分
〜
午
後

６
時
30
分
、
土
曜：

午
前
７
時
30
分

〜
午
後
５
時
）
／
生
後
10
カ
月
〜
／

Tel
（
５
６
）
２
２
９
３
》

◇
宇
佐
木
保
育
園
（
公
立
）

《
宇
佐
木
４
８
９-

４
／
45
人
／
平

生
保
育
園
と
同
じ
／
平
生
保
育
園
と

同
じ
／
Tel
（
５
６
）
２
４
１
７
》

◇
佐
賀
保
育
園
（
公
立
）

《
佐
賀
１
５
２
５-

１
／
45
人
／
平

生
保
育
園
と
同
じ
／
平
生
保
育
園
と

同
じ
／
Tel
（
５
８
）
０
１
２
５
》

◇
つ
ば
さ
保
育
園
（
私
立
）

《
曽
根
７
５
７-

１
／
60
人
／
平

日
・
土
曜：

午
前
７
時
〜
午
後
７

時
／
生
後
３
カ
月
〜
／
Tel
（
５
６
）

２
２
９
２
》

※
障
害
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
各
園

受
け
入
れ
可
能
で
す
。
各
園
と
も
見

学
は
自
由
で
す
が
、
事
前
に
園
へ
の

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
期
限

平
成
21
年
１
月
30
日
金

●
申
込
場
所

町
役
場
健
康
福
祉
課
、
佐
賀
出
張
所

●
申
込
方
法

各
申
込
場
所
に
備
え

付
け
て
い
る
申
込
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）

に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
添
付
書
類：
源

泉
徴
収
票
、
就
労
証
明
書
な
ど
）

●
選
考

定
員
を
超
え
る
場
合
に

は
、
町
が
設
定
し
た
基
準
に
よ
り
選

考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
班

Tel
（
５
６
）
７
１
１
５

職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人
で
、
次
の

全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
②
高
等
学
校
以
上
の
卒
業

者
（
平
成
21
年
３
月
卒
業
見
込
者
を

含
む
。
）
で
、
昭
和
44
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
③
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出

題
に
対
応
で
き
る
人

●
試
験
【
選
考
】
日
お
よ
び
内
容

第
１
次
試
験：

平
成
21
年
１
月
25

日
日

教
養
・
専
門
試
験
、
事
務
適

正
検
査
（
※
身
体
障
害
者
を
対
象
と

し
た
採
用
選
考
は
、
教
養
試
験
、
事

務
適
正
検
査
）
／
第
２
次
試
験
（
要

健
康
診
断
書
）：

平
成
21
年
２
月
下

旬
（
予
定
）

作
文
・
口
述
試
験

●
場
所

町
役
場
（
予
定
）

●
受
付
期
間

12
月
15
日
月
〜
24
日
水

●
受
験
申
込
書

町
役
場
総
務
課
備

付
け
の
申
込
書
に
限
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
総
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
１

平
生
町
職
員
募
集

平
成
20
年
度
平
生
町
職
員
採
用
試

験
お
よ
び
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し

た
職
員
採
用
選
考
を
行
い
ま
す
。

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

一
般
行
政
職
（
事
務
）
若
干
名

●
主
な
受
験
資
格

高
卒
以
上
（
平
成
21
年
３
月
卒
業

見
込
者
を
含
む
。
）
で
、
昭
和
54
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
採
用

選
考
に
つ
い
て
は
、
自
力
に
よ
り
通

勤
が
で
き
、
か
つ
、
介
護
者
な
し
に

海
技
免
状
更
新
講
習

●
日
時

12
月
19
日
金
（
海
技
士
は

５
日
前
ま
で
に
要
予
約
）
受
付
　
午

後
５
時
20
分
／
講
習
　
午
後
６
時
〜

●
場
所

上
関
町
中
央
公
民
館

●
持
参
品

本
籍
記
載
の
住
民
票
１

通
（
操
縦
免
許
証
の
人
は
内
容
変
更

あ
る
場
合
）
、
海
技
免
状
（
操
縦
免

許
証
）
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
認
印
、
写

真
２
枚
（
4.5
cm
×
3.5
cm
／
正
面
・
無
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＜ 以下は広告欄です ＞

お
知
ら
せ

相
　
　
談

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の

貸
付
制
度

母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦
の
人
が
扶

養
す
る
お
子
さ
ん
が
、
入
学
や
就
職

な
ど
の
際
に
必
要
な
経
費
や
修
学
資

金
に
対
し
て
、
無
利
子
で
貸
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。
主
な
資
金
は
就
学
支

度
資
金
・
修
学
資
金
・
修
業
資
金
・

就
職
支
度
資
金
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限

就
学
支
度
資
金
（
入

学
時
に
限
る
）
、
修
学
資
金
（
平
成

21
年
４
月
か
ら
貸
付
を
希
望
す
る
場

合
）

３
月
10
日
月
（
就
職
支
度
資

金
、
修
業
資
金
は
随
時
受
付
）

■
問
合
せ
先

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

Tel
（
２
２
）
３
７
７
７

町
役
場
健
康
福
祉
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
５

年
末
年
始
の
可
燃
ご
み
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て

年
末
年
始
に
お
け
る
可
燃
ご
み
の

周
東
環
境
衛
生
組
合
（
清
掃
セ
ン
タ

ー
／
柳
井
市
南
浜
）
へ
の
搬
入
は
次

の
と
お
り
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
の
申
請
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
は
、
毎

年
１
月
１
日
に
資
格
を
有
す
る
人
の

申
請
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
人
は
、
名
簿
登
載
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な

い
と
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
と

し
て
投
票
や
委
員
の
リ
コ
ー
ル
請
求

な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
選
挙
人
名
簿
に

登
載
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
別
途
ご

案
内
い
た
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
で

該
当
の
人
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
資
格

平
生
町
に
住
所
が
あ

り
、
か
つ
平
成
元
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
で
、
10
ア
ー
ル
以
上

の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む

人
、
ま
た
は
そ
の
耕
作
に
年
間
お
お

む
ね
60
日
以
上
従
事
し
、
前
者
と
同

居
し
て
い
る
親
族
お
よ
び
配
偶
者

■
問
合
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
（
町
役
場
経

済
課
内
）

Tel
（
５
６
）
７
１
１
７

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

●
日
時

平
成
21
年
１
月
10
日
土

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

Tel
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
内
容

消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・

銀
行
な
ど
へ
の
返
済
で
お
困
り
の
人

に
、
債
務
整
理
手
続
や
近
傍
司
法
書

士
事
務
所
の
紹
介
な
ど
、
問
題
解
決

に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

■
主
催
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
　

相
談
会
担
当

Tel
０
８
３
５
（
２
２
）
６
５
３
３

た
こ
あ
げ
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま

し
た
。
た
こ
あ
げ
を
す
る
際
に
は
次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
た
こ
あ
げ
は
、
近
く
に
電
線
の
通

っ
て
い
な
い
広
い
場
所
で
あ
げ
て

く
だ
さ
い

②
万
一
、
た
こ
が
電
線
に
か
か
っ
た

ら
、自
分
で
取
ろ
う
と
し
な
い
で
、

す
ぐ
に
中
国
電
力
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い

③
電
柱
に
の
ぼ
っ
た
り
屋
根
な
ど
に

上
が
っ
て
タ
コ
を
取
っ
て
い
る
人

を
見
た
と
き
は
、
危
な
い
の
で
や

め
る
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

た
こ
あ
げ
に
よ
る

電
気
災
害
防
止

山
口
県
司
法
書
士
会

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

12
月
13
日
土
か
ら
、
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
周
南
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

●
日
時

毎
月
第
２
・
３
・
４
土
曜

日

午
後
１
時
〜
５
時

※
要
予
約
　
相
談
時
間
１
組
30
分

●
場
所

下
松
市
大
手
町
２
丁
目

３-

１
　
下
松
中
央
公
民
館

●
内
容

不
動
産
や
会
社
・
法
人
に

関
す
る
登
記
、
訴
訟
手
続
、
多
重
債

務
、
成
年
後
見
制
度
な
ど

■
電
話
予
約
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局

Tel
０
８
３
（
９
２
４
）
５
２
２
０

帽
・
無
背
景
　
※
海
技
士
は
３
cm
×

３
cm
）

●
料
金

小
型：

７
５
０
０
円
（
小

型
失
効：

１
６
５
５
０
円
）
、
大

型：

８
４
０
０
円
　
※
送
料：

小
型

３
０
０
円
、
そ
の
他
５
０
０
円

■
問
合
せ
先

(

社)

中
国
船
舶
職
員
養
成
協
会

（
中
国
海
技
学
院
）

Tel
０
８
２
（
２
５
５
）
８
７
０
５

④
電
線
に
は
、
絶
対
に
触
ら
な
い
で

く
だ
さ
い

■
問
合
せ
先

中
国
電
力(

株)

柳
井
営
業
所

Tel
０
１
２
０
（
６
１
６
）
３
１
７

●
日
時

12
月
29
日
月
（
午
前
８
時

30
分
〜
12
時
、
午
後
１
時
〜
４
時
）、

30
日
火
（
29
日
と
同
じ
）
、
31
日
水

〜
１
月
３
日
土
（
休
み
）
、
４
日
日

（
午
後
１
時
〜
４
時
／
粗
大
ご
み
持

込
不
可
）
、
５
日
月
（
平
常
通
り
・

午
前
８
時
30
分
〜
12
時
、
午
後
１
時

〜
４
時
30
分
）

◎
年
末
の
12
月
29
日
、
30
日
は
特
に

混
雑
し
ま
す
の
で
、
粗
大
ご
み
の
搬

入
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

周
東
環
境
衛
生
組
合
清
掃
セ
ン
タ
ー

Tel
（
２
２
）
２
２
７
０

ふ
れ
あ
い
た
こ
作
り
＆

も
ち
つ
き
大
会
参
加
者
募
集

●
日
時

12
月
20
日
土

午
前
10
時

〜
午
後
３
時

●
場
所

柳
井
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

●
対
象

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員

先
着
15
組

●
材
料
費

１
組
３
０
０
円

●
準
備
物

・
た
こ
作
り
　
は
さ
み
、
ナ
イ
フ
、

も
の
さ
し
、
ク
レ
パ
ス
な
ど

・
も
ち
つ
き
　
エ
プ
ロ
ン
、タ
オ
ル
、

は
し
、
お
茶

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

(

社)

柳
井
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

Tel
（
２
３
）
５
９
５
９



平成20年12月号　広報ひらお 18

《12月16日～１月15日》

平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平
生
中
学
校
　
礒
部
美
波

平
生
中
学
校
　
宮
村
詩
織

「
う
つ
く
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

美
し
い

花
と
緑
と
思
い
や
り

み
ん
な
で
育
て
る

平
生
町


